
「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」
「企業も地域もよくなった！」「企業も地域もよくなった！」

㈲深沢米店
静岡県産精米「にこまる」
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にこまるラベル

名義変更による新名義人�名義変更による新名義人�（敬称略）会員数 1086名（敬称略）会員数 1086名

氏名 社名・事業 所属支部

永
なが

井
い

　 豪
ごう

太
た ㈱伸和セキュリティ

交通誘導、人材派遣、看護・介護タクシー
浜　松

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会3つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

◆静岡同友会
　2025年ビジョン 「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」

◆ 企 業 づ く り ◆

私たちは、関わる全ての人が「成長」と「幸せ」を実感できる企業をつくります

◆ 地 域 づ く り ◆

私たちは、中小企業と地域が手を取りあい、人々の幸せが見える地域をつくります

◆ 同友会づくり ◆

私たちは、企業と地域を守る経営者の矜
きょうじ

持と努力を結集し、
学び・気づき・ワクワク溢れる活動を通して県下1500名会員を実現します

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。



人
と
の
関
係
を
大
切
に
す
る
経
営 

～
食
を
通
し
て
笑
顔
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
～

　
「
食
は
笑
顔
」、
そ
の
思
い
を
仕
事

を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
深
澤

氏
の
経
営
に
は
「
人
付
き
合
い
を
大

事
に
す
る
姿
勢
」
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。

　

祖
父
の
代
に
配
給
制
度
下
で
創
業
、

父
の
代
に
は
工
場
を
移
転
し
規
模
を

拡
大
。
現
在
、
10
名
規
模
に
ま
で
組

織
を
整
え
た
深
澤
氏
は
、「
創
業
世

代
が
抜
け
、
親
族
だ
け
で
回
す
時
代

が
い
つ
か
終
わ
れ
ば
、
多
く
の
人
が

働
け
る
環
境
の
た
め
に
組
織
の
ル
ー

ル
や
経
営
指
針
が
必
要
だ
」
と
語
り

ま
す
。
自
社
の
環
境
を
整
え
な
が
ら
、

良
い
お
米
が
あ
れ
ば
新
潟
や
宮
城
な

ど
の
県
外
の
産
地
に
も
自
ら
足
を
運

び
食
べ
て
み
る
。
地
元
の
農
家
さ
ん

と
話
し
、
食
べ
る
人
の
笑
顔
に
つ
な

が
る
食
を
常
に
考
え
る
。
社
内
外
の

人
付
き
合
い
を
大
事
に
す
る
会
社
の

風
土
に
は
深
澤
氏
の
そ
う
し
た
真
剣

で
温
か
い
人
柄
が
滲
み
出
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
深
澤
氏
は
、
生
産
に
携
わ

る
繋
が
り
を
大
事
に
す
る
中
で
、

「
農
家
さ
ん
の
笑
顔
・
販
売
す
る
私

達
の
笑
顔
・
そ
し
て
食
卓
で
ご
飯
を

食
べ
る
お
客
さ
ん
の
笑
顔
と
関
わ
る

『
笑
顔
の
バ
ト
ン
』
を
繋
い
で
い
き

た
い
」
と
言
う
思
い
を
胸
に
、
静
岡

県
産
精
米
「
に
こ
ま
る
」
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

地
域
の
農
家
と
共
に
取
り
組
む 

静
岡
県
産
精
米
「
に
こ
ま
る
」

　
「
に
こ
ま
る
」
を
支
え
る
の
は
深

澤
氏
と
農
家
が
共
に
行
う
循
環
型
農

業
。
自
社
の
精
米
ぬ
か
を
有
機
肥
料

と
し
て
再
利
用
し
、
持
続
可
能
な
米

作
り
を
実
践
。
現
在
６
組

の
農
家
が
取
り
組
み
に
参

加
し
、
20
年
以
上
に
わ
た

り
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
粒
で
し
っ
か
り
と
し

た
甘
み
と
食
感
が
特
徴
の
、

ま
さ
に
食
べ
る
人
を
笑
顔

に
す
る
深
沢
米
店
の
自
社

ブ
ラ
ン
ド
米
「
に
こ
ま
る
」。
美
味

し
さ
の
追
求
だ
け
で
な
く
、
人
の
つ

な
が
り
を
大
事
に
す
る
深
澤
氏
ら
し

さ
が
息
づ
く
生
産
体
制
を
持
つ
「
顔

の
見
え
る
米
作
り
」
に
よ
り
生
ま
れ

た
逸
品
で
す
。

　

深
澤
氏
は
農
家
の
方
々
と
、
単
な

る
仕
入
れ
と
販
売
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

安
心
と
お
い
し
さ
を
追
求
し
な
が
ら

地
域
と
共
に
歩
む
姿
勢
を
貫
い
て
い

ま
す
。

先
を
見
据
え
た
経
営
で
米
の 

安
定
供
給
を
目
指
す

　

経
営
の
基
盤
を
支
え
る
の
が
店
舗

の
裏
に
あ
る
大
き
な
精
米
工
場
で
す
。

フ
ル
稼
働
す
れ
ば
40
ト
ン
の
処
理
能

力
を
誇
り
ま
す
。
深
澤
氏
が
最
も
重

視
す
る
の
は
「
止
め
な
い
こ
と
」。

日
々
の
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
欠

か
さ
な
い
丁
寧
な
姿
勢
に
は
「
米
は

生
き
物
」
と
い
う
深
澤
氏
の
思
い
が

表
れ
て
い
ま
す
。「
誰
か
機
械
に
詳

し
い
方
が
い
た
ら
教
え
て
」
そ
う
取

材
の
中
で
微
笑
み
な
が
ら
機
械
を
見

つ
め
る
深
澤
氏
の
目
は
真
剣
そ
の
も

の
で
し
た
。
相
場
は
株
価
の
よ
う
に

揺
れ
動
き
、
仕
入
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

一
つ
で
収
支
が
変
わ
る
、
だ
か
ら
こ

そ
設
備
も
経
営
判
断
も
「
一
手
先
を

読
む
力
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨
今

の
厳
し
い
外
部
環
境
の
中
で
も
道
を

切
り
開
く
深
沢
米
店
の
情
熱
を
取
材

を
通
じ
垣
間
見
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
渡
邉 

且
真
氏

�

（
㈱
協
和
・
静
岡
支
部
）

取
材
：
望
月 

康
仁
氏

�

（
㈱
エ
ム
テ
ッ
ク
・
静
岡
支
部
）

　
　
　
藤
本 

浩
氏

�

（
プ
リ
ン
ト
バ
リ
ュ
ー
㈱
・
静
岡
支
部
）

㈲深沢米店
〒424-0204　静岡市清水区興津中町514-8

TEL：054-369-0471

創立　1951年６月

社員数　10名（パート・アルバイト含む）

入会年月　2016年７月

事�業内容　�米及び雑穀の精米・販売

微笑みながら機械を見つめる深澤氏

にこまるラベル

無洗米用の精米機

2

㈲深沢米店（静岡支部）

代表取締役　深澤 圭吾氏

静岡県産精米「にこまる」



地
域
と
と
も
に
歩
む
家
づ
く
り

　
三
島
市
に
あ
る
㈲
吉
川
建
設
は
、
１

９
８
９
年
創
業
の
地
域
密
着
型
工
務
店

で
す
。
新
築
住
宅
か
ら
増
築
、
リ

フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
補
強
ま
で
幅
広
く
対

応
し
て
い
ま
す
。“
無
駄
を
な
く
す
〟

と
い
う
考
え
方
で
建
築
コ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
も
シ
ン
プ
ル
で
高
性
能
な
住 

ま
い
を
提
案
す
る
デ
ザ
イ
ン
住
宅

｢SIM
PLENOTE｣

を
展
開
。
ま
た
、

建
物
全
体
を
高
性
能
断
熱
材
で
包
み
込

ん
だ
機
密
性
の
高
い
ス
ー
パ
ー
ウ
ォ
ー

ル
の
家
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
無
駄
を
省
い
た
デ
ザ
イ
ン
と
ス
ー

パ
ー
ウ
ォ
ー
ル
工
法
を
取
り
入
れ
た
高

気
密
、
高
断
熱
で
快
適
な
暮
ら
し
や
す

さ
を
両
立
し
、
安
心
で
き
る
施
工
と
丁

寧
な
対
応
で
信
頼
を
築
い
て
い
る
地
域

に
根
づ
い
た
工
務
店
で
す
。

技
術
で
守
る
伝
統
と
暮
ら
し

　
同
社
の
強
み
は
、
確
か
な
大
工
技
術

と
丁
寧
な
施
工
に
あ
り
ま
す
。
木
造
建

築
の
技
術
を
継
承
し
な
が
ら
、
現
代
的

な
性
能
や
デ
ザ
イ
ン
を
融
合
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
三
島
市
に
あ
る
築
１

０
０
年
を
超
え
る
聖
徳
太
子
堂
の
屋
根

改
修
工
事
を
担
当
し
ま
し
た
。
傷
ん
だ

瓦
屋
根
を
撤
去
し
、
下
地
を
補
強
、
新

し
い
屋
根
材
へ
葺
き
替
え
る
こ
と
で
、

伝
統
的
な
意
匠
を
守
り
な
が
ら
耐
久
性
、

防
水
性
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
歴
史
あ

る
建
物
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
の
仕
事
は
、

㈲吉川建設
〒411-0857　三島市芝本町４-24
TEL：055-975-5800
URL：https://mishima-reform.com
創業　1989年
社員数　４人
入会年月　2024年10月
事�業内容　�新築、増築、リフォーム、

メンテナンス、診断など

地
域
に
根
ざ
し
た
工
務
店
な
ら
で
は
の

誇
り
あ
る
取
り
組
み
と
技
術
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

建
て
た
時
よ
り
、
５
年
後
、 

10
年
後
に
も
喜
ば
れ
る
家
づ
く
り

　
同
社
で
は
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
が
直
接

お
客
様
の
声
を
伺
い
、
40
年
以
上
の
経

験
と
確
か
な
技
術
で
家
づ
く
り
に
反
映

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ｢

こ
う
す

れ
ば
で
き
る｣

と
い
う
具
体
的
な
提
案

が
常
に
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
一
貫
し

て
見
守
っ
て
き
た
家
だ
か
ら
こ
そ
、
数

年
先
の
状
態
ま
で
見
通
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、

｢

こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い｣

と
い
う
相

談
に
も
応
え
ら
れ
る
の
は
、
地
元
に
根

ざ
す
建
設
会
社
な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。

吉
川
氏
と
社
員
一
同
が
願
う
の
は
、
家

が
完
成
し
て
、
さ
ら
に
５
年
後
、
10
年

後
に
も｢

吉
川
建
設
で
家
を
建
て
て
良

か
っ
た｣

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

で
す
。「
そ
れ
が
私
た
ち
職
人
の
誇
り

で
あ
り
使
命
で
す
」
と
力
強
く
語
る
吉

川
氏
で
し
た
。

取
材
・
原
稿
：
細
井 

崇
史
氏

�

（
花
屋
Ｍａｒ
ｌｅｙ
・
三
島
支
部
）

会
員
訪
問
記

技
術
の
進
歩
と
と
も
に
新
し
い
考
え
方
の
、 

工
務
店
に
し
か
で
き
な
い
家
づ
く
り

㈲
吉
川
建
設

取
締
役
専
務
　
吉
川 

泰
輔
氏
（
三
島
支
部
）

手がけたシンプルノートの家

聖徳太子堂修繕前聖徳太子堂修繕後

取材者の細井氏（左）と吉川氏（右）

3

会員さん会員さんお邪魔しますお邪魔します



とんかつこがね
〒410-0801　沼津市大手町５丁目11−８
TEL：055-962-6120
URL：�https://www.facebook.com/

tonkatsukogane/?locale=ja_JP
創立　2010年
社員数　４名
入会年月　2016年７月
事�業内容　�飲食店（とんかつ店の経営）

創
業
ま
で
の
流
れ

　
と
ん
か
つ
こ
が
ね
の
森
川
氏
は
大
学

卒
業
後
、
父
親
が
経
営
す
る
㈲
森
川
の

レ
ス
ト
ラ
ン
こ
が
ね
で
15
年
間
、
現
場

業
務
か
ら
経
理
ま
で
幅
広
く
経
験
を
積

み
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
全
盛
期
に
は
飲

食
店
５
店
舗
、
パ
チ
ン
コ
店
２
店
舗
を

展
開
し
、
最
高
時
に
は
１
店
舗
１
日
で

５
０
０
万
円
の
売
上
を
記
録
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
名
イ
ン

タ
ー
近
く
の
立
地
で
営
業
し
て
い
た
主

力
店
舗
に
つ
い
て
は
、
道
路
環
境
の
大

幅
な
変
化
に
よ
り
交
通
量
が
激
減
し
、

メ
イ
ン
道
路
か
ら
裏
道
的
な
存
在
と

な
っ
た
こ
と
で
売
上
が
大
き
く
下
落
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
業
績
が
悪
化
し
ま
し

た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
質
の
事
業

承
継
の
機
会
が
訪
れ
、
平
成
22
年
（
13

年
前
）
に
森
川
氏
が
「
と
ん
か
つ
こ
が

ね
」
を
買
い
取
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

創
業
か
ら
40
年
の
歴
史
を
持
つ
同
店
は

固
定
客
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
森
川
氏

は
「
や
り
方
に
よ
っ
て
は
利
益
を
出
し

て
い
け
る
」
と
確
信
し
、
経
営
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。

現
在
の
経
営
状
況

　
承
継
当
初
は
大
赤
字
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
、
１
年
半
近
く
不
安
定
な
経
営
が

続
き
ま
し
た
が
、
徐
々
に
黒
字
化
を
実

現
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
営
業
制
限
が
あ
る

中
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
需
要
の
急
増
に
よ

り
売
上
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
原
材
料
価

格
の
大
幅
な
上
昇
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

特
に
米
価
は
２
倍
、
豚
肉
や
エ
ビ
な
ど

も
1.5
倍
近
く
値
上
が
り
し
、
３
年
間
で

２
回
の
価
格
改
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
親
族
所
有
の
物
件
で
家
賃
を
抑

え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
可
能
な
限
り
顧

客
還
元
価
格
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
経

営
の
強
み
は
50
年
来
の
取
引
関
係
に
あ

る
肉
業
者
と
の
信
頼
関
係
で
、
安
定
供

給
と
価
格
面
で
の
配
慮
を
受
け
て
お
り
、

こ
れ
が
品
質
維
持
の
支
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。
創
業
64
年
の
歴
史
を
持
つ
同
店

は
、
創
業
時
か
ら
の
常
連
客
に
支
え
ら

れ
、「
い
つ
来
て
も
変
わ
ら
ず
お
い
し

い
」
と
の
評
価
を
得
な
が
ら
、
高
品
質

な
商
品
提
供
を
経
営
理
念
と
し
て
運
営

を
続
け
て
い
ま
す
。

同
友
会
と
の
関
係

　
森
川
氏
の
同
友
会
入
会
は
約
10
年
前
、

東
京
の
知
人
か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
沼
津
支
部
の
例
会
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
複
数
回
参
加
し
、
世

代
を
超
え
た
多
様
な
意
見
交
換
が
で
き

る
雰
囲
気
の
良
さ
に
魅
力
を
感
じ
た
と

森
川
氏
は
言
い
ま
す
。
当
時
、
経
営
理

念
や
企
業
理
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
た
時
期
で
も
あ
り
、
そ
う
し
た
分
野

に
実
績
を
持
つ
会
員
が
多
い
こ
と
も
入

会
の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。
入
会
３

年
目
に
は
全
県
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
実

行
委
員
長
を
務
め
、
そ
の
後
も
５
～
６

年
間
委
員
会
役
員
と
し
て
活
動
。
役
員

業
務
を
通
じ
て
組
織
運
営
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
を
学
び
、
経
営
に
活

か
し
て
い
ま
す
。「
異
業
種
の
多
様
な

人
材
が
参
加
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ

る
」
と
語
る
森
川
氏
は
、
組
織
の
す
そ

野
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

「
多
忙
で
例
会
参
加
が
困
難
な
時
期
が

あ
っ
て
も
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
す
れ
ば

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
会
員
の
雰
囲
気

が
同
友
会
の
良
さ
。
こ
の
良
好
な
関
係

性
を
維
持
し
な
が
ら
規
模
拡
大
を
図
っ

て
い
け
る
の
で
は
」
と
、
同
友
会
の
展

望
を
前
向
き
に
語
り
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
太
田 

喜
貴
氏

�

（
㈱
キ
ラ
ガ
・
沼
津
支
部
）

取
材
：
田
村 

雅
彦
氏

�

（
㈱
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
・
沼
津
支
部
）

　
　
　
梅
田 

祐
希
氏

�

（
㈱
リ
レ
イ
ズ
・
沼
津
支
部
）

　
　
　
金
子 

昌
宏
氏

�

（
㈱
ベ
ス
ト
ス
タ
ッ
フ
・
沼
津
支
部
）

会
員
訪
問
記

老
舗
と
し
て
最
高
の
と
ん
か
つ
を 

提
供
し
続
け
る
努
力

と
ん
か
つ
こ
が
ね

代
表
　
森
川 

剛
存
氏
（
沼
津
支
部
）

創業から変わらないおいしさのとんかつ

店舗前にて森川氏（中央）と取材陣

とんかつに舌鼓を打つ取材陣
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初
と
な
る
私
立
大
学
と
の
相
互
協
力
協
定

初
と
な
る
私
立
大
学
と
の
相
互
協
力
協
定

静
岡
英
和
学
院
大
学
及
び
短
期
大
学
部

静
岡
英
和
学
院
大
学
及
び
短
期
大
学
部  

と
の
相
互
協
力
協
定
を
締
結

と
の
相
互
協
力
協
定
を
締
結

��

７
月
７
月
2828
日（
月
）　
静
岡
英
和
学
院
大
学　
参
加
者
：

日（
月
）　
静
岡
英
和
学
院
大
学　
参
加
者
：
1313
名名

　

静
岡
同
友
会
は
、
私
立
大
学
の
静
岡
英
和
学
院

大
学
及
び
同
短
期
大
学
部
と
の
相
互
協
力
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
７
月
28
日
に
大
学
内
で
執
り
行

わ
れ
た
調
印
式
に
は
、
先
方
か
ら
永
山
学
長
は
じ

め
、
副
学
長
、
学
部
長
、
企
画
部
長
が
同
席
、
同

友
会
か
ら
は
簑
代
表
理
事
は
じ
め
７
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

本
協
定
の
目
的
は
、「
地
域
社
会
と
の
連
携
を

図
り
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
の
う
え
、

地
域
の
活
性
化
・
人
材
育
成
等
の
た
め
に
協
力
し
、

地
域
社
会
の
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

永
山
学
長
か
ら
は
、
地
域
に
根
ざ
す
同
友
会
と

静
岡
英
和
学
院
大
学
・
短
期
大
学
部
と
の
一
層
の

連
携
に
む
け
て
、
就
職
に
限
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
企
業
家
の
実
践
を
学
生
が
知
る
・
感
じ

る
授
業
協
力
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
む
け

て
教
授
陣
と
の
共
同
研
究
、
ま
た
留
学
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
求
人
等
、
幅
広
い
連
携
に
期
待
し
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

静
岡
英
和
学
院
は
１
８
８
７
（
明
治
22
）
年
に

県
下
最
古
の
女
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
、
２
０
０

７
年
に
共
学
の
静
岡
英
和
学
院
大
学
を
開
設
、
現

在
大
学
・
短
期
大
学
部
に
は
８
０
９
名
の
学
生
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
心
理
、
経
済
経
営
、
観
光
地

域
デ
ザ
イ
ン
、
英
語
文
化
、
日
本
文
化
、
保

育
・
幼
児
教
育
、
社
会
福
祉
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー

ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
医
療
事
務
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
、
観
光
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、

栄
養
士
な
ど
多
岐
に
亘
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
県

下
の
企
業
、
官
公
庁
、
団
体
等
に
卒
業
生
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
同
友
会
と
大
学
と
の
協
力
協
定
は
、
２
０

０
８
年
９
月
に
締
結
し
た
静
岡
大
学
以
来
２
校
目

と
な
り
、
私
立
大
学
・
短
期
大
学
で
は
初
め
て
の

締
結
と
な
り
ま
す
。

　

県
経
済
産
業
部
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

静
岡
県
か
ら
は
齊
藤
卓
己
経
済
産
業
部
長
を
は
じ

め
、
就
業
支
援
局
長
、
商
工
業
局
長
ら
７
名
、
同

友
会
か
ら
は
県
理
事
、
県
政
策
委
員
、
山
本
義
彦

顧
問
ら
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
井
上
代
表
理
事
か
ら
「
昨
今
、
ト
ラ

ン
プ
関
税
に
よ
る
大
企
業
の
収
益
低
下
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
中
小
企
業
に
も
影
響

が
波
及
し
、
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
、
先
行
き
は
不
透
明
で
す
。
同
時
に
多

様
化
す
る
社
会
へ
の
対
応
が
中
小
企
業
に
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
実
効
性
の
あ
る
意
見
交
換
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
齊

藤
経
済
産
業
部
長
か
ら
は
「
関
税
措
置
に
関
し
て

は
、
６
月
補
正
予
算
に
て
緩
和
措
置
の
た
め
の
補

助
金
制
度
な
ど
対
策
を
取
り
対
応
を
進
め
て
い
ま

す
。
県
経
済
の
更
な
る
成
長
に
む
け
互
い
の
理
解

が
よ
り
深
ま
る
機
会
と
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
友
会
が
提
出
し
た
県
へ
の
政
策
要

望
に
関
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
実

施
。
各
企
業
の
近
況
を
は
じ
め
、
価
格
転
嫁
や
中

小
企
業
の
補
助
金
活
用
、
人
材
採
用
の
取
り
組
み

な
ど
幅
広
く
地
域
課
題
の
解
決
に
む
け
て
互
い
の

意
見
を
交
換
し
あ
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

に
簑
代
表
理
事
よ
り
「
価
格
交
渉
や
人
材
難
、
採

用
に
関
す
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
企
業
が
抱
え
て
い

る
課
題
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
が
リ
ン
ク
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
静
岡
同
友
会
に
お
い
て

も
静
岡
英
和
学
院
大
学
と
協
定
を
締
結
す
る
な
ど

教
育
機
関
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
ま
す
。
学
生
の

う
ち
か
ら
中
小
企
業
や
静
岡
で
働
く
こ
と
の
魅
力

を
伝
え
、
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
が
我
々
の
役
割

と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
意
見
交
換
を
は
じ
め
、
よ

り
一
層
県
経
済
の
発
展
、
中
小
企
業
の
成
長
に
む

け
協
力
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
と
県
経
済
の
発
展
を
め
ざ
し
て

中
小
企
業
と
県
経
済
の
発
展
を
め
ざ
し
て

８
月
８
月
1919
日（
火
）　
同
友
会
事
務
局　
参
加
者
：

日（
火
）　
同
友
会
事
務
局　
参
加
者
：
1717
名名

静
岡
県
経
済
産
業
部
と
の
意
見
交
換
会

静
岡
県
経
済
産
業
部
と
の
意
見
交
換
会

地域課題解決にむけた相互連携を深める

地域経済の発展と中小企業の成長にむけ意見交換
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今
回
の
学
習
会
は
、
静
岡
同
友
会
が
政
策
活
動
、

対
外
活
動
な
ど
を
進
め
る
上
で
、
今
一
度
、
中
小

企
業
が
置
か
れ
て
い
る
立
ち
位
置
、
同
友
会
が
め

ざ
す
地
域
づ
く
り
に
触
れ
、
企
業
づ
く
り
・
同
友

会
づ
く
り
の
強
化
に
繋
げ
る
機
会
と
す
る
た
め
に

開
催
。
講
師
と
し
て
三
宅
一
男
氏
（
中
小
企
業
家

同
友
会
全
国
協
議
会
・
副
会
長
）
に
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。
三
宅
氏
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
金
融
機

関
に
よ
る
手
形
の
選
別
・
貸
し
渋
り
に
直
面
。
不

渡
り
・
倒
産
の
恐
怖
か
ら
眠
れ
な
い
日
々
を
経
験
。

そ
こ
か
ら
経
営
環
境
づ
く
り
へ
関
わ
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

三
宅
氏
は
山
口
義
行
氏
（
当
時
立
教
大
学
経
済

学
部
教
授
）
と
共
に
同
友
会
が
推
進
し
た
金
融
ア

セ
ス
メ
ン
ト
法
制
定
運
動
、
そ
の
経
験
を
も
と
に

進
ん
だ
個
人
保
証
廃
止
の
直
訴
な
ど
の
政
策
提
言
、

こ
れ
ら
の
教
訓
か
ら
は
じ
ま
っ
た
中
小
企
業
憲

章
・
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
運
動
の
歴
史
、

２
０
１
２
年
の
民
法
改
正
へ
の
東
京
同
友
会
の
関

わ
り
と
今
日
の
金
融
行
政
の
監
督
指
針
（
経
営
者

保
証
の
制
限
）
に
繋
が
る
同
友
会
の
政
策
活
動
の

歴
史
を
語
り
ま
し
た
。「
自
社
だ
け
が
良
く
と
も

大
火
は
避
け
ら
れ
ず
、
自
社
は
守
れ
な
い
。
自
社

を
守
る
た
め
に
他
社
を
守
る
必
要
が
あ
る
」
と
中

小
企
業
家
が
経
営
環
境
づ
く
り
に
関
わ
る
意
義
を

参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
た
お
二
人
か
ら
の
感
想
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

〈
参
加
者
感
想
〉

息
遣
い
を
感
じ
る
経
営
か
ら
の
政
策
活
動

　

経
営
環
境
か
ら
憲
章
・
条
例
運
動
ま
で
三
宅
氏

の
長
年
の
経
験
を
踏
ま
え
た
お
話
を
拝
聴
し
ま
し

た
。

　

経
営
環
境
を
火
の
用
心
の
精
神
に
例
え
、
自
社

だ
け
で
は
失
火
は
免
れ
ず
、
地
域
全
体
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
い
う
表
現
は
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
ま
た
現
在
、
個
人
保
証
が
な
く
て
も
融

資
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同
友
会
が
長
年
政
府
に

提
言
し
続
け
て
き
た
成
果
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

政
策
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

消
費
税
や
最
低
賃
金
、
社
会
保
障
な
ど
制
度
的
な

課
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。
政
策

委
員
会
と
し
て
は
、
ま
ず
景
況
調
査
の
回
答
数
を

増
や
し
、
会
員
の
経
営
課
題
を
政
策
提
言
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
市
の
条
例
推
進
会
議
の
情

報
共
有
を
図
り
、
県
内
全
体
で
の
政
策
活
動
の
連

携
を
強
化
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
三
宅
氏

の
「
働
く
人
、
買
っ
て
も
ら
う
人
、
共
に
生
き
る

地
域
の
人
々
の
息
遣
い
を
感
じ
な
が
ら
商
い
を
続

け
る
質
の
違
い
こ
そ
が
中
小
企
業
と
い
う
存
在
の

本
質
で
あ
る
」
と
い
う
お
言
葉
を
胸
に
継
続
的
な

政
策
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

山
田 

尚
子
氏

�

（
㈱
サ
ン
ロ
フ
ト
・
志
太
支
部
／
県
政
策
委
員
長
）

良
い
経
営
環
境
は
良
い
地
域
振
興
に
宿
る 

～
災
害
に
備
え
る
中
小
企
業
の
堤
～

　

金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し
の
過
去

を
乗
り
越
え
た
軌
跡
を
語
る
学
習
会
の
着
地
は
中

小
企
業
を
取
り
巻
く
世
相
に
言
及
し
中
小
企
業
家

が
目
指
す
道
を
示
す
も
の
で
し
た
。
憲
章
運
動
、

同
友
会
の
在
り
方
、
少
子
化
と
人
口
減
に
つ
い
て

の
全
国
的
な
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
バ
ズ
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
え
た
こ
と
が
今
後
の
糧
と
な
る
と
確

信
し
ま
す
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
①
地
域
課
題

の
見
つ
け
方
②
同
友
会
の
在
り
方
と
少
子
化
・
人

口
減
に
つ
い
て
③
金
融
機
関
か
ら
み
た
中
小
企
業

の
強
み
と
弱
み
④
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
拾
い
上

げ
方
か
ら
転
じ
て
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
話
が

展
開
し
ま
し
た
。
良
い
経
営
環
境
を
作
る
手
法
と

し
て
①
他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
②
同
友
会
員
の
増
強

③
経
営
指
針
制
定
と
見
直
し
④
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
終
点
と

な
っ
た
の
が
来
た
る
震
災
へ
の
備
え
に
つ
い
て
で

す
。
講
演
の
最
中
の
「
地
域
の
経
営
環
境
と
は
火

の
用
心
の
精
神
」
と
の
言
葉
が
非
常
に
腑
に
落
ち

ま
す
。
自
社
だ
け
が
備
え
て
い
れ
ば
良
い
の
で
は

な
く
地
域
企
業
と
し
て
諸
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か
が
肝
要
で
あ
り
、

「
良
い
経
営
環
境
を
作
る
」
と
は
良
い
地
域
振
興

に
あ
る
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。
火
の
用
心
の
拍
子

木
を
打
つ
、
中
小
企
業
の
結
束
に
よ
る
よ
り
良
い

経
営
環
境
の
創
造
が
す
な
わ
ち
静
岡
地
域
企
業
の

堤
と
な
る
で
し
ょ
う
。

�

大
橋 

知
晃
氏
（Archi Engi

・
中
遠
支
部
）「よい経営環境づくり」について学びあう

よ
い
経
営
環
境
を
つ
く
ろ
う
学
習
会

同
友
会
の
政
策
活
動
の
歴
史
か
ら 

「
よ
い
経
営
環
境
づ
く
り
」
の
未
来
を
展
望
す
る

７
月
29
日（
火
）　
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー 

ペ
ガ
サ
ー
ト　
参
加
者
：
32
名

講師：三宅一男氏
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9月
17日（水）

第８回全県経営フォーラム実行委員会
（18：00　ZOOM）

18日（木） 榛南例会（18：45　牧之原市商工会）
中遠例会（19：00　ワークピア磐田）

19日（金） 志太例会（18：30　BiViキャン）
第22期経営指針を創る会⑦
（19：00　ペガサート）

22日（月） にじいろ共生委員会
（18：30　同友会事務局＆ZOOM）
三島例会（19：00　三島市商工会議所）

24日（水） 第22期経営指針を創る会 数値勉強会
（19：00　ペガサート）

25日（木） 県理事会（15：00　同友会事務局＆ZOOM）
第１回中同協定時総会in静岡実行委員会
（17：30　同友会事務局＆ZOOM）

29日（月） 県共育委員会（18：30　ZOOM）
30日（火） 県政策委員会（15：00　遠藤科学㈱）

県組織増強委員会
（18：00　同友会事務局＆ZOOM）
県広報情報化委員会（19：00　ZOOM）
県例会企画委員会（19：00　ZOOM）

10月
2日（木）

公正取引委員会との意見交換会
（13：30　同友会事務局）
正副代表理事会
（15：00　同友会事務局＆ZOOM）

3日（金） 第22期経営指針を創る会⑧
（19：00　ペガサート）

7日（火） 県青年部連絡会
（19：00　同友会事務局＆ZOOM）

9日（木）
�～10日（金）

第23回障害者問題全国交流会in青森
（13：00　ホテル青森・モルトン迎賓館）

9日（木） 浜松交流例会（19：00　未定）
10日（金） 東部４支部合同会議

（17：00　プラサヴェルデ）
富士宮例会
（19：00　富士宮市総合福祉会館）

14日（火） 静岡例会（19：00　ペガサート）

９月16日㈫～10月15日㈬99月月・・1010月月

口座振替日／2025年10月６日（月）
振 替 会 費／令和７年度下期会費（令和７年10月～令和８年３月）
振 替 額／県会費42,000円　※休会者：県会費21,000円（支部会費なし）
　　　　　　支部会費（伊東・三島・沼津・富士・富士宮・志太・榛南支部所属の会員　6,000円）
上記の通り、会費をご指定の口座から振替させて頂きますので、ご確認をお願い致します。
なお、領収については、通帳への記帳をもって代えさせて頂きます。
納入代行会社は「三井住友カード株式会社」（旧SMBCファイナンスサービス）、通帳印字は「SMBC（ドウユウカイ）」
名で引き落としされますのでご注意下さい。

＊会費は消費税法基本通達5-5-3に該当する科目のため、不課税となります。
　課税仕入れにしないようお願いいたします。
＊当会はインボイス発行事業者ではありません。

静岡県中小企業家同友会会費 口座振替のお知らせ

　

本
交
流
会
は
①
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
増
え
る
・

強
い
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
、
②
会
員
増
強
の
取
り
組
み

の
中
で
成
果
と
課
題
を
確
認
し
、
全
国
的
な
教
訓
と
す
る
、

③
組
織
強
化
、
会
員
増
強
、
フ
ォ
ロ
ー
の
仕
組
み
づ
く
り

を
学
び
、
仲
間
を
増
や
す
組
織
力
を
つ
け
る
、
の
３
点
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
中
山
英
敬
中
同
協
幹
事
長
に
よ
る
問
題
提

起
で
、
各
県
活
動
の
実
態
調
査
の
数
字
を
元
に
、
企
業
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
・
同
友
会
づ
く
り
を
一
体
と
し
た
取

り
組
み
で
５
万
社
を
目
指
す
意
気
込
み
が
共
有
さ
れ
ま
し

た
。
事
例
報
告
は
３
県
（
愛
媛
・
岩
手
・
長
野
）
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
組
織
的
な
会
員

増
強
・
仲
間
づ
く
り
の
課
題
や
取
り
組
み
、
学
び
合
い
を

地
域
に
広
げ
る
運
動
と
し
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

の
か
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
交
流
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
年
に
一
度
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活
用
し
、
自

社
と
地
域
と
同
友
会
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

★
静
岡
同
友
会
で
は
来
年
の
第
58
回
中
同
協
定
時
総
会
in

静
岡
に
む
け
て
１
２
０
０
名
会
員
の
達
成
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
（
８
月
末
現
在
１
０
８
６
名
）。
お
知
り
合
い

の
経
営
者
・
後
継
者
を
お
誘
い
い
た
だ
き
会
員
と
し
て
共

に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

２
０
２
５
組
織
強
化
・
会
員
増
強
全
国
交
流
会

２
０
２
５
組
織
強
化
・
会
員
増
強
全
国
交
流
会

学
び
合
い
活
動
と
地
域
に
広
げ
る

学
び
合
い
活
動
と
地
域
に
広
げ
る

運
動
を
展
開
し
よ
う
！

運
動
を
展
開
し
よ
う
！

８
月
６
日（
水
）　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

８
月
６
日（
水
）　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

参
加
者
：
４
３
４
名（
静
岡
同
友
会
か
ら
８
名
）

参
加
者
：
４
３
４
名（
静
岡
同
友
会
か
ら
８
名
）

《 あなたのスケジュールノートに
� 必要事項をご記入ください 》

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

2025年
９
月
10日
号
　
通
巻
562号

　
定
価
200
円

〒４２０－０８５２ 静岡市葵区紺屋町４番８ ガーデンスクエア第３ビル５階Ｂ

DOYU CALENDAR


